
神奈川県内広域水道企業団

第４回　新ビジョン検討委員会

補足資料１

新ビジョンと実施計画の関係

取組みの

方向性

企業団の基本理念

概ね

30年後の

将来像

かながわ

広域水道

ビジョン

年 度

実施計画

ビジョン実現に向けた

具体的な施策群

(アクションプラン)

以降、5年毎繰り返し。PDCAサイクルを機能
させ、次の計画に反映。

実施年度

(R3～7年度)

実施年度

(R8～12年度)

実施年度

(R13年度～)

コンセプト

再構築につなげる

迅速な基盤づくり

実施施策

事業費

財政収支

進捗管理

水道システム最適化に

向けた取組みが本格化

次期のビジョン

かながわ広域水道ビジョンと実施計画の関係

⃝かながわ広域水道ビジョンでは、将来の5水道事業者全体の水道システムの最適化を目指

し、企業団の今後30年間の取組みの方向性を3つの柱とし、事業を効果的に計画・推進

するため、重視すべき4つの視点をまとめました。

⃝実施計画は、このビジョンに示した取組みの方向性を踏まえ、5年間で取組む具体的な施

策と実施スケジュールを示したものです。

実施計画の進捗管理について

⃝実施計画に示す各取組みは、評価指標などを用いて、毎年、実施状況を確認していきます。

⃝また、外部有識者による評価委員会(仮)を設置し、毎年、外部の視点からも各取組みの実

施状況を評価します。

⃝上記の結果を踏まえ、必要な見直しを行いながら、次の5年間に取組む計画につなげ、概

ね30年後の将来像の実現を目指します。

安全で良質な水を構成団体と連携して送り続け、県民・市民のくらしを支える

R3 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R33～

５水道事業者全体における最適な水道システムの実現に向けて、

施設整備の推進と経営基盤の強化により、広域水道としての強みを最大限に発揮している

Ⅰ 水道システム最適化に向けた施設整備と運用・管理

Ⅱ 自然災害や多様なリスクへの対応強化

Ⅲ 経営基盤の強化

1.地球環境

の保全

2.先端技術

の導入

3.多様な

関係者との

連携協力

4.分かり

やすい各種

情報の発信

取り組みの方向性の3つの柱と

重視すべき4つの視点


